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初めての道外研修でした
えんゆう女性部合同研修会

ＪＡえんゆう

公式インスタグラム

フォローお願いします



　

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
は
、
11
月
6
日

か
ら
8
日
に
か
け
、
東
京
都
に
て
合
同
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
豊
洲
市
場
内
に
あ
り
ま
す
、

東
京
シ
テ
ィ
青
果
㈱
を
視
察
し
ま
し
た
。

中
臺
課
長
案
内
の
も
と
広
大
な
市
場
内
を

視
察
、
え
ん
ゆ
う
産
と
他
産
の
玉
葱
を
見

比
べ
な
が
ら
、
え
ん
ゆ
う
産
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今

後
の
要
望
な
ど
、
い
ち
生
産
者
と
し
て
意

見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
は
と
バ
ス
に
乗
車
し
、
築
地

場
外
市
場
・
東
京
タ
ワ

ー
・
迎
賓
館
赤
坂
離
宮

を
見
学
し
ま
し
た
。
築

地
場
外
市
場
・
東
京
タ

ワ
ー
は
国
内
外
問
わ
ず
、

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
迎
賓

館
赤
坂
離
宮
は
国
宝
建

築
物
と
あ
っ
て
、
部
員

た
ち
は
館
内
の
壁
面
や

装
飾
品
に
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
道
外
研
修

で
、
3
日
間
と
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

有
意
義
な
合
同
研
修
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
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初
め
て
の
道
外
研
修
で
豊
洲
市
場
を
視
察

女
性
部
合
同
研
修
会

めったに見られないものばかりでした

（迎賓館赤坂離宮にて）

東京シティ青果では、えんゆう産玉葱の現状を聞くことができ、意見交換も行いました
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え
ん
ゆ
う
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で

は
、
11
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
、
一
泊

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
砂
川
市
に
あ
る
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

（
シ
ロ
）
を
見
学
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
は
砂
川
市
発
祥
の
コ
ス
メ
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
り
、
今
年
4
月
に
小
学
校
の
跡
地
を
利

用
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
「
み
ん
な
の
工

場
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
施
設
内
で

は
長
谷
川
孝
事
務
局
員
案
内
の
も
と
、
工

場
が
で
き
る
ま
で
の
経
緯
等
を
説
明
し
て

頂
き
、
商
品
の
製
造
現
場
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
施
設
内
見
学
後
、
シ

ョ
ッ
プ
内
に
あ
る
ブ
レ
ン
ダ
ー
ラ
ボ
と
呼

ば
れ
る
ブ
ー
ス
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
香
水

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

札
幌
市
内
で
宿
を
取
っ
た
あ
と
、
２
日

目
は
当
別
町
の
ロ
イ
ズ
カ
カ
オ
＆
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
タ
ウ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。
館
内

で
は
ロ
イ
ズ
の
歴
史
か
ら
、
カ
カ
オ
豆
か

ら
美
味
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
出
来
る
工

程
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
中
、
部
員
た
ち
は
親
睦
を
深
め
、

有
意
義
な
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

え
ん
ゆ
う
農
協
青
年
部
は
、
11
月
24
日

に
湧
別
町
中
湧
別
総
合
体
育
館
に
て
、
農

協
職
員
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
は
、
青
年
部
員
と
若

手
の
農
協
職
員
と
の
親
睦
を
深
め
る
事
を

目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
青
年
部
員
9
名
、

農
協
職
員
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
で
、
青
年
部
員
と

農
協
職
員
の
混
合
4
チ
ー
ム
に
分
け
た
リ

ー
グ
総
当
た
り
戦
。
ど
の
チ
ー
ム
も
優
勝

を
目
指
し
て
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
を
繰
り

広
げ
な
が
ら
汗
を
流
し
、
楽
し
く
競
い
合

い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
一
泊
研
修見学中、カカオ豆を持ち上げられるか挑戦も!?

（千歳市　ロイズチョコレートタウンにて）

ミ
ニ
バ
レ
ー
を
通
じ
て
職
員
と
の
親
睦
を
深
め
る

え
ん
ゆ
う
青
年
部
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

試合後 みんなで記念撮影

毎試合強烈なスパイクが飛び交いました

工場見学の他、フレグランス作りも体験

（砂川市　みんなの工場にて）



　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
14
Ｊ
Ａ
青
年
部
で

構
成
さ
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
青
年
部
協

議
会
は
、
11
月
16
日
に
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
北
見
に
て
第
52
回
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ

ク
青
年
部
研
修
大
会
を
開
催
し
、
管
内
か

ら
１
７
４
名
の
青
年
部
員
・
来
賓
が
参
加
、

当
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
青
年
部
か
ら
は
4
名
の

部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
組
織
網
領
の
朗
唱
や
来
賓
祝

辞
の
後
、
基
調
講
演
・
青
年
の
主
張
発
表

大
会
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
終
了
後
は
懇
親
会
と
し
て
、

4
年
ぶ
り
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
会
場
杯
ア

ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、
え
ん

ゆ
う
を
代
表
し
て
城
岡
琢
磨
部
員
が
出
場

し
、
奮
闘
す
る
も
2
回
戦
で
敗
退
。
他
Ｊ

Ａ
青
年
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
親

睦
を
深
め
合
い
、
有
意
義
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
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第
52
回
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
部
研
修
大
会強者ぞろいの

アームレスリングに挑戦

記事人気投票実施中
参考になった、ならなかったなど、
感想をお寄せください。応募は各号
目次右下の二次元コードから。毎月
抽選でクオカードをプレゼント。

定価（税込）●普通月号 ６１８円 ●付録月号（４・11月号）６８０円

アクセスしよう！
読者と編集部の交流の場

今、何をインプット
しておくべきか?!

お寄せ
ください！

連 載 若手農業者の思いや生き方を
知ることができるルポ企画特 集 今知りたい 、

考えたいテーマ

農や地域 に関わるさまざまな
トピックについて考えてみよう

「地域のために」という思いが少しでもある方にとって

役立つ記事がたくさんあります!

JA青年組織盟友として JA役職員として

EXILE ÜSAが全国のJA青年組織盟友を訪ねる

農
業
・
地
域
・
JA
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
誌

『地
上
』は

『地上』をきっかけに、
 考え、対話しよう！

お申し込みは
お近くのJAへ

学習会で活用できる別冊付録が年2回付いてくる

『地上』は「読む」だけでなく、「見る」「話し合う」など多様な学習の場を提供

連載の筆者を招いた
ウェビナーも開催中！

JA青年組織の
学習活動やJA
役職員との対話
にも役立つ！

研修大会に参加した青年部員のみなさん



普及センターより

乾
乳
期
管
理
に
つ
い
て

　

期
間
対
象
生
後
１
週
間
前
後
の
子
牛
に

つ
い
て
免
疫
グ
ロ
ブ

リ
ン
量
の
指
標
と
な

る
血
清
総
タ
ン
パ
ク

量
（
Ｔ
Ｐ
）
測
定
値

を
夏
と
冬
で
比
較
し

て
み
ま
し
た
（
表
１
）。

　

Ｔ
Ｐ
が
低
く
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
量
が
少

な
い
子
牛
の
割
合
は

冬
の
方
が
多
く
、
夏

よ
り
も
免
疫
獲
得
の

た
め
に
多
く
の
初
乳

を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。

　

冬
に
丈
夫
な
子
牛
を
産
ま
せ
る
た
め
に

も
、
乾
乳
期
間
の
管
理
を
今
一
度
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

 　

初
乳
の
吸
収
率
を
低
下
さ
せ
る
母
牛
側

の
要
因
は
、
暑
熱
ス
ト
レ
ス
、
栄
養
不
足
、

初
産
、
周
産
期
疾
病
な
ど
で
す
（
表
２
）。

　

母
牛
の
栄
養
不
足
に
よ
っ
て
周
産
期
病

の
発
生
や
虚
弱
子
牛
の
分
娩
な
ど
に
繋
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
周
産
期
疾
病
の
主

要
な
発
生
要
因
は
、
分
娩
後
に
乳
量
の
増

加
に
見
合
っ
た
飼
料
摂
取
量
が
得
ら
れ
ず
、

負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
状
態
に
な
る

こ
と
で
す
。
特
に
過
肥
の
牛
で
は
分
娩
前

に
摂
取
量
が
低
下
し
や
す
く
、
負
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
状
態
に
な
っ
た
と
き
に

大
量
の
体
脂
肪
が
動
員
さ
れ
る
た
め
、
周

産
期
疾
病
や
子
牛
の
下
痢
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
（
図
１
）。

　

そ
の
た
め
、
乾
乳
期
間
に
は
「
太
ら
せ

な
い
」
か
つ
「
飼
料
摂
取
量
を
減
ら
さ
な

い
」
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

以
下
の
点
に
注
意
し
て
飼
料
給
与
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

適
切
な
分
娩
環
境

　

フ
リ
ー
バ
ー
ン
形
式
で
１
頭
当
た
り
の

休
息
場
所
面
積
が
13
㎡
以
上
、
敷
料
（
麦

稈
）
の
厚
さ
が
15
㎝
以
上
で
す
。
休
息
場

所
と
は
敷
料
が
十
分
に
入
っ
て
い
る
場
所

で
あ
り
、
飼
槽
側
の
通
路
な
ど
は
含
み
ま

せ
ん
。
ま
た
、
マ
ッ
ト
レ
ス
や
３
㎝
以
上

の
床
資
材
を
併
用
す
る
場
合
は
、
敷
料
の

厚
さ
は
８
㎝
以
上
が
推
奨
値
で
す
。

　

つ
な
ぎ
飼
い
形
式
（
タ
イ
ス
ト
ー
ル
、

ス
タ
ン
チ
ョ
ン
）
の
場
合
は
、
牛
床
の
大

き
さ
は
２
．
3
㎡
以
上
、
敷
料
を
十
分
に

敷
き
、
乳
牛
の
起
き
上
が
り
動
作
が
円
滑

に
行
え
る
構
造
に
し
ま
し
ょ
う
。

（「家畜診療」70巻６号2023年６月）
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表１　血清タンパク量（TP）測定値の分布 　(普及センター調べ)

～5.0 ～5.5 5.6～

６～８月 31% 18% 51% n=290

12～２月 42% 11% 47% n=244

免疫グロブリン量 不十分 ほぼ十分 十分

周産期疾病 寒冷ストレス
初産産子

暑熱ストレス 摂取量
栄養不足 摂取の出生後時間
初産 難産

TP（g/dl）
測定数

表２　初乳の吸収率を低下させる要因
母牛側の要因 子牛側の要因

表１　血清タンパク量（TP）測定値の分布 　(普及センター調べ)

～5.0 ～5.5 5.6～

６～８月 31% 18% 51% n=290

12～２月 42% 11% 47% n=244

免疫グロブリン量 不十分 ほぼ十分 十分

周産期疾病 寒冷ストレス
初産産子

暑熱ストレス 摂取量
栄養不足 摂取の出生後時間
初産 難産

TP（g/dl）
測定数

表２　初乳の吸収率を低下させる要因
母牛側の要因 子牛側の要因
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本
年
度
の
役
員
道
外
視
察
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
「
５
類
感
染
症
」
指
定
と
な
り
、
規
制
緩
和

後
初
の
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を
行

っ
た
上
、
役
員
12
名
、
随
行
職
員
２
名
に
て
視
察
し
て

参
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

11
月
14
日
【
１
日
目
】

　

早
朝
６
時
30
分
よ
り
本
所
を
出
発
し
、
遠
軽
支
所
～

安
国
経
由
で
女
満
別
空
港
に
到
着
。
農
協
観
光
担
当
者
、

今
回
同
行
す
る
岩
上
添
乗
員
と
合
流
し
、
女
満
別
空
港

を
後
に
し
定
刻
通
り
羽
田
空
港
へ
到
着
し
ま
し
た
。
初

日
は
、
関
口
組
合
長
が
北
見
地
区
青
果
物
共
販
協
議
会

で
先
に
東
京
都
入
り
し
て
お
り
、
役
職
員
13
名
で
の
出

発
と
な
り
ま
し
た
。
一
同
観
光
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
通
過
し
、
道
中
渋
滞
も
な
く
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
と
な
り
昼
食
会
場　

「
築
地
す
し
鮮
総

本
店
」
へ
到
着
。
昼
食
後
、
本
研
修
最
初
の
視
察
先
で

あ
る
「
日
本
農
業
新
聞
本
社
」
へ
の
移
動
ま
で
時
間
に

余
裕
が
出
来
た
こ
と
か
ら
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
提
案

に
よ
り
、「
築
地
本
願
寺
」
へ
徒
歩
に
て
移
動
、
参
拝
し
、

本
視
察
研
修
の
安
全
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

　

台
東
区
秋
葉

原
に
あ
る
、
２

０
２
０
年
完
成

し
た
地
上
９
階

建
新
社
屋
「
日

本
農
業
新
聞　

本
社
」
へ
移
動

し
、
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
部
長

よ
り
説
明
を
受

け
た
の
ち
、
翌

日
15
日
発
行
の

紙
面
編
成
会
議

へ
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
タ
イ

ム
リ
ー
な
農
業
情
勢
、
特
集
等
、
緊
張
感
が
漂
う
中
、

紙
面
作
成
の
最
前
線
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
会
議
室
へ
移
動
後
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長
よ
り
、

農
業
新
聞
は
昭
和
３
年
に
商
系
か
ら
農
家
を
守
る
た
め

市
況
通
報
の
発
行
が
最
初
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
同
誌

の
使
命
感
あ
ふ
れ
る
歴
史
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
続
い

て
農
業
情
勢
な
ど
懇
談
し
、
紙
面
へ
の
要
望
と
し
て
地

域
の
課
題
・
問
題
等
の
記
事
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
掲
載

し
て
ほ
し
い
旨
伝
え
ま
し
た
。

　

次
の
視
察
先
で
あ
る
「
衆
議
院
会
館
」、
武
部
新
衆

議
院
議
員
を
訪
問
し
、
昨
今
の
酪
農
情
勢
、
肥
料
・
飼

料
・
農
薬
・
機
械
機
具
等
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、

現
場
の
声
を
直
に
訴
え
、
強
く
陳
情
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
記
念
撮
影
を
行
い
、
武
部
代
議
士
は
足
早
に

次
の
会
議
へ
と
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
武
部
秘
書
の
案
内
で
、
国
会
議
事
堂
を

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
昭
和
11
年
11
月
に
建
設
さ

れ
、
当
時
日
本
一
の
高
さ
を
誇
り
、
美
し
い
御
影
石
で

装
わ
れ
た
議
事
堂
は
、「
白
亜
の
殿
堂
」
と
称
賛
さ
れ

て
お
り
、
当
時
の
金
額
で
２
，
５
８
０
万
円
、
現
在
の

貨
幣
価
値
に
す
る
と
数
千
億
円
と
い
わ
れ
、
国
権
の
最

高
機
関
、
唯
一
の
立
法
機
関
で
あ
り
、
国
の
威
信
を
掛

け
た
建
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
壁
や

廊
下
に
は
、
花
こ
う
岩
や
大
理
石
、
床
や
柱
に
は
古
生

代
の
貝
類
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
見
さ
れ
、
美
術
品
的

価
値
だ
け
で
は
な
く
、
考
古
学
的
な
価
値
も
あ
る
よ
う

で
す
。
こ
の
他
、
本
会
議
場
、
予
算
委
員
会
場
な
ど
見

学
し
、
玄
関
ド
ア
ひ
と
つ
と
っ
て
も
全
て
が
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
な
創
り
で
し
た
。

　

国
会
議
事
堂
を
後
に
し
、
夕
食
を
と
っ
た
後
、「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
を
見
学
致
し
ま
し
た
。
地
上
４
５

１
．
2
ｍ
の
最
高
到
達
点
で
あ
る
展
望
回
廊
ま
で
登
り
、

雲
一
つ
な
い
快
晴
の
東
京
都
心
３
６
０
度
の
夜
景
を
楽

し
み
、
１
日
目
を
終
了
し
ま
し
た
。

11
月
15
日
（
２
日
目
）

　

２
日
目
朝
、
先
に
東
京
入
り
さ
れ
て
い
た
関
口
組
合

長
と
ホ
テ
ル
ロ
ビ

ー
で
合
流
し
、
東

京
駅
へ
移
動
。
北

陸
新
幹
線
で
長
野

県
へ
入
り
、
須
坂

市
に
あ
る
視
察
先

「
オ
リ
オ
ン
機
械

株
式
会
社
本
社
」

へ
向
か
い
ま
し
た
。

「
オ
リ
オ
ン
機
械

株
式
会
社
」
は
、

昭
和
21
年
、
歯
車

の
生
産
で
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
、
搾

乳
機
バ
ケ
ッ
ト
ミ

ル
カ
ー
、
牛
乳
用
ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
等
の
酪
農
用
機

械
装
置
の
開
発
・
販
売
で
事
業
を
拡
大
し
た
会
社
で
、

当
地
区
で
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
日
本
を
代
表
す
る

乳
機
メ
ー
カ
ー
で
す
。
代
表
取
締
役
社
長　

太
田
哲
郎

氏
自
ら
お
出
迎
え
頂
き
、
記
念
写
真
撮
影
後
、
会
議
室

で
会
社
概
要
の
説
明
を
受
け
、
太
田
社
長
か
ら
乳
機
メ

ー
カ
ー
と
し
て
の
熱
い
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。
特
に
、「
乳

機
メ
ー
カ
ー
は
販
売
し
て
終
了
で
は
な
く
、
全
顧
客
へ

の
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
徹
底
す
る
た
め
、
専
門

の
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
を
配
し
、
定
期
的
に
１
件
１
件
訪
問

し
、
お
客
様
の
声
を
直
に
聞
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

今
後
更
に
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。」

と
の
言
葉
が
、
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
ち
ら
か
ら
も
、
質
問
・
意
見
・
要
望
等
を
太
田
社

長
へ
直
に
伝
え
た
後
、
実
際
の
工
場
ラ
イ
ン
を
見
学
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
工
場
内
は
５
Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・

清
掃
・
清
潔
・
躾
）
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
私
共
と
は

業
種
は
違
え
ど
、
そ
の
気
概
は
見
習
う
べ
き
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
太
田
社
長
自
ら
ご
対
応
頂
き
、
貴
重

な
お
話
を
伺
え
ま
し
た
事
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て　

感
謝
・
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
の
見
学
先
の
善
光
寺
は
、
皇
極
天
皇
３
年
（
６
４

４
年
）
御
本
尊
と
な
る
「
一
光
三
尊
阿
弥
陀
如
来
像
」

を
こ
の
地
へ
運
ば
れ
た
「
本
田
善
光
」
の
名
を
と
っ
て

「
善
光
寺
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
特
定
の

宗
派
に
属
さ
ず
全
て
の
人
々
を
受
け
入
れ
る
寺
で
し
た

が
、
現
在
は
大
勧
進
を
本
坊
と
す
る
天
台
宗
、
大
本
願

を
本
坊
と
す
る
浄
土
宗
の
両
宗
派
に
よ
り
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。「
国
宝 

善
光
寺
本
堂
」
で
視
察
研
修
の
無
事

を
祈
願
し
、
御
本
尊
の
地
下
に
あ
る
「
お
戒
壇
め
ぐ
り
」

へ
と
進
み
ま
す
。「
お
戒
壇
め
ぐ
り
」
は
、
内
々
陣
右

側
の
階
段
を
降
り
、
真
っ
暗
な
回
廊
を
手
探
り
で
進
み
、

御
本
尊
の
真
下
に
懸
か
る
「
極
楽
の
錠
前
」
に
触
れ
、

御
本
尊
と
結
縁
す
る
道
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
善
光

寺
参
拝
を
終
え
、
善
光
寺
参
道
で
の
昼
食
後
、
次
の
視

察
先
「
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ　

う
え
だ
食
彩
館
ゆ
と
り
の

里
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
は
、
長
野
県
上
田
市
・
東
御
市
・

長
和
町
・
青
木
村
の
４
市
町
村
を
管
内
と
す
る
広
域
Ｊ

Ａ
と
な
っ
て
お
り
、
主
な
農
産
物
は
、
米
・
各
種
野
菜

・
各
種
果
実
・
き
の
こ
・
花
卉
で
、
特
に
果
実
は
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
の
ぶ
ど
う
、
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
等

の
リ
ン
ゴ
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
く
る
み
等
が
有

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
産
物
直
売
所　

う
え
だ
食
彩
館
ゆ
と
り
の
里　

概
要

　

・
平
成
16
年
10
月
開
設

　

・
売
場
面
積　

約
１
０
０
坪

　

・
生
産
者
数　

４
３
０
名

　

・
従
業
員
数　

８
名

　

・
農
家
出
荷
品
手
数
料　

15
％

　　

Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
職
員
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ

及
び
う
え
だ
食
彩
館
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

直
売
所
内
を
視
察
致
し
ま
し
た
。
生
産
者
は
、
そ
の
日

収
穫
し
た
農
産
品
を
販
売
棚
へ
陳
列
し
、
売
れ
残
っ
た

品
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
そ
の
日
の
う
ち
に
持
ち
帰

り
、
日
持
ち
す
る
品
に
つ
い
て
も
２
～
３
日
で
引
き
取

り
、
常
に
新
鮮
な

野
菜
、
果
実
の
販

売
を
心
掛
け
て
い

る
と
の
事
で
す
。

視
察
時
間
が
夕
方

で
あ
っ
た
た
め
、

品
数
が
少
な
目
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、

販
売
面
積
の
広
さ

か
ら
品
揃
え
の
多

さ
が
覗
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
上
田

市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
ま

す
「
上
田
城
跡
公

視
察
実
施
日
時　

令
和
５
年
11
月
14
日
～
11
月
18
日
（
５
日
間
）

報
告
者　

理
事　

岡
和
田　

博

懇談後、武部新衆議院議員を囲んで

役員ならびに随行職員一同（オリオン機械株式会社にて）

ＪＡ信州うえだ　うえだ食彩館ゆとりの里で説明を受ける様子

令
和
５
年
度　

え
ん
ゆ
う
農
協
役
員
道
外
視
察
研
修
を
終
え
て

（
東
京
都
・
長
野
県
・
富
山
県
・
石
川
県
・
福
井
県
）
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園
」
を
見
学
。

　

上
田
城
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
真
田
幸
村
の
父
、
真
田

昌
幸
に
よ
り
天
正
11
年
（
１
５
８
３
年
）
築
城
さ
れ
、

徳
川
の
大
軍
を
２
度
撃
退
し
た
歴
戦
の
不
落
城
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
有
名
な
「
真
田
石
」「
真
田
井
戸
」

江
戸
時
代
か
ら
唯
一
現
存
し
て
い
る
「
西
櫓
」
な
ど
、

鑑
賞
・
散
策
し
、
２
日
目
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

11
月
16
日
（
３
日
目
）

　

宿
泊
し
た
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」
は
長

野
駅
と
連
絡
通
路
で
直
結
し
て
お
り
、
徒
歩
に
て
駅
へ

と
移
動
。
北
陸
新
幹
線
で
富
山
駅
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

富
山
駅
到
着
後
、
本
日
か
ら
最
終
日
ま
で
お
世
話
に
な

る
、
観
光
バ
ス
へ
乗
車
。
本
日
最
初
の
訪
問
先
は
「
全

農
富
山
県
本
部
」
で
す
。

　

富
山
県
は
、
人
口
約
１
０
０
万
人
、
10
市
４
町
１
村

の
15
市
町
村
で
、
３
，
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る

立
山
連
峰
か
ら
水
深
１
，
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
富
山
湾

ま
で
高
低
差
４
，
０
０
０
ｍ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
形

を
し
て
お
り
、
立
山
連
峰
か
ら
１
年
を
通
じ
て
冷
た
く

清
ら
か
な
水
が
７
本
の
河
川
へ
と
流
れ
、
肥
沃
な
大
地

を
形
成
し
、
米
づ
く
り
に
適
し
た
土
地
が
広
が
っ
て
お

り
ま
す
。
主
な
産
物
で
あ
る
米
は
、
全
体
の
65
％
を
占

め
、
農
地
の
水
田
率
が
96
％
と
全
国
一
高
い
米
ど
こ
ろ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
95
％
が
兼
業
農
家
と
の
事
で
す
。

　

全
農
富
山
県
本
部　

西
井
本
部
長
に
ご
対
応
頂
き
、

富
山
県
の
農
業
・
富
山
県
内
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
現
在
富
山
県
内
で
は
、

主
食
用
米
の
需
要

減
少
に
よ
る
収
益

の
減
少
及
び
、
転

作
を
求
め
ら
れ
る

水
田
の
増
加
に
よ

り
、「
水
田
フ
ル

活
用
」
に
よ
る
収

益
性
の
高
い
園
芸

作
物
等
の
拡
大
を

目
指
し
て
お
り
、

水
稲
と
の
複
合
経

営
に
適
し
た
品
目

を
模
索
し
て
い
る

最
中
で
あ
る
と
の

事
で
す
。
富
山
県

独
自
の
「
１
億
円
産
地
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
推
進
し
、

Ｊ
Ａ
単
組
単
位
で
戦
略
品
目
を
選
定
し
、
着
実
に
作
付

け
面
積
、
販
売
額
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
横

ば
い
が
続
き
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
と
の
事
で

す
。
小
規
模
な
兼
業
農
家
が
多
い
地
区
な
ら
で
は
の
課

題
が
あ
り
、
そ
の
対
策
を
県
本
部
主
導
の
も
と
進
め
て

い
る
の
が
印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
視
察
研
修
の
予
定
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
急
遽
、
富
山
県
老
舗
の
酒
蔵
「
吉
乃
友
酒
造
」

へ
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
許
可
を
頂
く
こ
と
が
出
来
、

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

時
節
柄
、
仕
込
み
の
真
っ
最
中
で
、
急
な
お
願
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
吉
田
代
表
取
締
役
に
ご
対
応
頂
き
、

酒
蔵
を
歩
き
な
が
ら
酒
造
工
程
の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

「
吉
乃
友
酒
造
」
は
１
８
７
７
年
創
業
の
純
米
酒
に
こ

だ
わ
り
を
持
っ
た
酒
蔵
で
、
富
山
県
産
酒
米
と
蔵
の
敷

地
内
に
あ
る
井
戸
か
ら
出
る
立
山
連
峰
か
ら
の
伏
流
水

の
み
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
岐
阜
県
飛
騨
市

の
地
底
１
，
０
０
０
ｍ
の
坑
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
観
測
施
設
「
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
」

と
同
坑
道
内
で
酒
の
熟
成
を
行
い
、「
后
（
ｋ
ｉ
ｓ
ａ

ｋ
ｉ
）」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
予
定
と
の
事
で
す
。
吉

田
社
長
は
「
ど
ん
な
味
に
な
る
の
か
楽
し
み
で
す
。」

と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

説
明
後
、
試
飲
に
よ
り
精
米
歩
合
に
よ
る
味
の
違
い

を
確
認
し
、
そ
の
旨
さ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
味
の

酒
を
購
入
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

吉
乃
友
酒
造
を
後
に
石
川
県
へ
入
り
、
本
日
の
宿
泊

先
「
能
登
和
倉
温
泉 

あ
え
の
風
」
へ
と
移
動
し
、
３

日
目
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

11
月
17
日
（
４
日
目
）

　

こ
の
日
、
最
初
の
訪
問
先
は
、
奈
良
時
代
後
期
か
ら

の
歴
史
が
あ
る
日
本
三
大
朝
市
「
輪
島
朝
市
」
で
す
。

生
憎
の
雨
模
様
に
よ
り
、
朝
市
出
店
が
少
数
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
海
産
物
や
そ
の
加
工
品
・
農
産
物
・
工
芸

民
芸
品
・
雑
貨
な
ど
が
店
頭
に
並
び
、
趣
の
あ
る
通
路

に
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が
印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。

　

輪
島
朝
市
か
ら
見
え
る
位
置
に
、「
輪
島
キ
リ
コ
会
館
」

が
あ
り
、
引
き
続
き
見
学
致
し
ま
し
た
。
輪
島
キ
リ
コ

は
、
文
化
庁
日
本
遺
産
に
認
定
を
受
け
る
、「
能
登
の

キ
リ
コ
祭
り
」
で
神
輿
の
よ
う
に
担
ぐ
巨
大
な
燈
籠
の

事
で
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
祈
り
の
精
神
を
色
濃
く
残

し
て
お
り
ま
す
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
高
さ
16
ｍ
、

重
さ
４
ｔ
の
大
キ
リ
コ
７
基
の
他
、
24
基
の
キ
リ
コ
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
迫
力
と
神
々
し
さ
に
、
能
登

の
歴
史
と
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

４
日
目
最
後
の
見
学
先
は
、
本
日
の
メ
イ
ン
と
な
る

「
特
別
名
勝　

兼
六
園
」
と
「
金
沢
城
公
園
」
で
す
。

兼
六
園
は
、「
偕
楽
園
」・「
後
楽
園
」
と
並
ぶ
日
本
三

名
園
で
、
江
戸
時
代
の
代
表
的
な
林
泉
回
遊
式
大
名
庭

園
の
特
徴
を
持
つ
、
も
と
も
と
は
金
沢
城
の
外
郭
と
し

て
城
に
属
し
た
庭
で
し
た
。

　

兼
六
園
内
に
は
、
名
物
の
唐
崎
松
や
根
上
松
な
ど
が

冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
「
雪
吊
り
」
の
装
い
と
な

っ
て
お
り
、
色
づ
き
始
め
た
紅
葉
と
相
ま
っ
て
、
幻
想

的
な
風
景
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
お
堀
通
り
に
掛
か
る
「
石
川
橋
」
を
渡
り
、

金
沢
城
公
園
を
見
学
・
散
策
い
た
し
ま
し
た
。
時
折
、

激
し
く
降
り
続
く
雨
の
中
、
傘
を
片
手
に
正
門
で
あ
る

「
石
川
門
」
を
潜
り
ま
す
。

　

金
沢
城
は
、
加
賀
百
万
石
の
祖
で
あ
る
「
前
田
利
家
」

が
天
正
11
年
（
１
５
８
３
年
）
入
城
し
、
改
修
、
火
災

に
よ
る
消
失
、
造
営
を
繰
り
返
し
、
特
に
二
の
丸
は
「
千

畳
敷
の
御
殿
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
壮
麗
な
建
物
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
明
治
14
年
（
１
８
８
１
年
）
の
火

災
に
よ
り
焼
失
し
て
お
り
ま
す
が
、
発
掘
調
査
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
復
元
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
石
垣
は
全
国
に
例
が
無
い
ほ
ど
多
種
多

様
な
造
り
を
し
て
お
り
、
中
に
は
、
石
材
確
保
を
命
じ

ら
れ
た
家
臣
の
識
別
符
号
と
み
ら
れ
る
刻
印
も
現
存
し
、

歴
史
ロ
マ
ン
溢
れ
る
石
垣
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

我
々
は
、
北
海
道
に
は
な
い
歴
史
的
遺
物
を
実
際
に
目

に
し
、
先
人
の
知
恵
と
努
力
に
改
め
て
敬
服
す
る
ば
か

り
で
し
た
。

　

本
日
の
研
修
日
程
も
終
わ
り
、
最
後
の
宿
泊
先
に
移

動
。
夕
食
の
後
、
全
員
で
二
次
会
場
へ
席
を
移
し
た
後

も
、
４
日
間
の
視
察
研
修
に
つ
い
て
時
間
の
許
す
限
り

語
り
合
い
ま
し
た
。

11
月
18
日
（
５
日
目
）

　

最
終
日
、
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
福
井
県
「
東
尋
坊
」

へ
と
向
か
い
ま
す
。

　

「
東
尋
坊
」
は
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
巨
大
な

柱
状
の
岩
が
約
１
㎞
に
わ
た
る
豪
快
な
海
岸
線
で
す
。

こ
の
地
形
は
世
界
的
に
見
て
も
珍
し
く
、
世
界
三
大
奇

勝
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一
説
に
そ
の
名
は
「
東
尋
坊
」

と
い
う
僧
侶
が
由
来
と
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
サ

ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
の
某
俳
優
が
、
犯
人
を
追
い
詰
め
る

場
所
と
し
て
も
大
変
有
名
な
場
所
で
す
。
本
日
も
生
憎

の
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
景
色
は
圧
巻
の
一

言
で
、
断
崖
絶
壁
手
前
に
は
一
応
の
柵
は
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
所
々
開
放
し
て
お
り
、
進
入
禁
止
区

域
な
ど
は
一
切
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
行
け
る
事
に
驚
き

を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
曰
く
「
こ
こ
ま
で
荒

れ
た
東
尋
坊
を
見
る
の
は
初
め
て
で
す
！
」
と
の
事
で
、

神
秘
的
で
雄
大
な
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
荒
れ
狂
う
海

の
恐
怖
を
身
を
も
っ
て
体
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

「
九
谷
満
月
」
で
昼
食
後
、
九
谷
焼
人
間
国
宝
「
三

代
徳
田
八
十
吉
」「
吉
田
美
統
」
両
名
の
作
を
鑑
賞
し
、

視
察
研
修
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

帰
途
に
就
く
べ
く
、
小
松
空
港
へ
移
動
。
三
日
間
お

世
話
に
な
っ
た
バ
ス
ガ
イ
ド
・
運
転
手
両
名
と
お
別
れ

し
、
羽
田
空
港
経
由
で
女
満
別
空
港
へ
到
着
い
た
し
ま

し
た
。
女
満
別
空
港
で
関
口
組
合
長
よ
り
本
視
察
研
修

の
総
括
を
頂
い
た
後
、
五
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
岩
上

添
乗
員
に
お
礼
と
お
別
れ
を
し
、
全
員
無
事
帰
町
い
た

し
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
前
半
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
軽
く
汗
ば
む
気

候
で
し
た
が
、
後
半
は
生
憎
の
雨
模
様
と
な
り
、
体
調

管
理
が
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
研
修
視
察
中
は
大

き
な
体
調
不
良
、
ト
ラ
ブ
ル
等
無
く
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

北
陸
地
方
の
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
、
問
題
や
課

題
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、
内
容
は
違
え
ど
大
枠
は
同
じ

で
あ
り
、「
現
状

維
持
は
衰
退
で
あ

る
」
の
言
葉
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
お
忙

し
い
中
ご
対
応
頂

い
た
全
て
の
研
修

先
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
回
こ
の

様
な
機
会
を
下
さ

い
ま
し
た
事
に
感

謝
申
し
上
げ
、
報

告
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

全農富山県本部にて意見交換の様子

雨の中の兼六園にて
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◇
報
告
事
項

１
．
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

２
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

３
．
年
末
年
始
業
務
に
つ
い
て

４
．
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供

　
　

与
対
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
応
に

　
　

つ
い
て

５
．
一
日
皆
貯
金
の
結
果
に
つ
い
て

６
．
そ
の
他

◇
議　
　

案

１
．
令
和
5
年
度
産　

玉
葱
の
仮
払
い
精
算
に

　
　

つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
第
３
四
半
期
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
給
与
規
定
・
退
職
給
与
規
定
・
職
員
就
業

　
　

規
則
の
改
正
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

４
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
の
開
催
に
つ

　
　

い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

６
．
子
会
社
に
対
す
る
貸
越
極
度
額
の
変
更
に

　
　

つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
の
あ
ら
ま
し

第
10
回
理
事
会

（
令
和
5
年
11
月
24
日
）

今月号の抽選は

資材課　矢萩あゆみ職員でした

プレゼント付まちがい探し当選者発表
１１月号の答えは「②④⑦⑨⑫」でした。
今年もたくさんのご応募ありがとうござい
ました！！
当選者は以下の方々です。

　湧別町南兵村一区　三品　義和さん
　湧別町北兵村一区　山田　絵美さん
　遠軽町二条通　　　鈴木　智子さん
　遠軽町栄野　　　　佐藤　洋子さん
　遠軽町生田原　　　西原　弘子さん

読
者
の
声

　

今
年
は
本
当
に
異
常
気
象
で
し
た

ね
。
大
雪
に
な
ら
な
き
ゃ
良
い
け
ど

・
・
・
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
）

　

昨
年
の
よ
う
な
大
雪
が
降
っ
て
こ

な
い
と
良
い
で
す
ね
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

今
年
も
無
事
に
収
穫
作
業
も
終
わ

り
、
畑
起
こ
し
も
全
部
終
わ
り
ホ
ッ

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
も

営
農
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
匿
名
）

　

今
年
も
農
作
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

雪
が
段
々
積
も
っ
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
も
若
い
人
も
車
の
運
転
に
は

充
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。（

匿
名
）

　

冬
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
路
面
が

凍
結
し
て
い
る
と
き
、
風
や
雪
で
視

界
が
悪
い
と
き
は
車
の
運
転
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

初
雪
も
降
り
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が

で
き
る
の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
今

年
も
い
っ
ぱ
い
ジ
ャ
ン
プ
し
ま
す
。

（
匿
名
）

　

今
年
も
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
ね
。

〒099－0401 北海道紋別郡遠軽町学田２丁目６番地１

TEL（0158）42－9898
ＦＡＸ（0158）42－9933

出会い、 暮らし、 思い出。 そして、 別れ・ ・ ・ ・ ・ 。
人生最後の葬祭の儀式。
それは故人の哀悼の念を捧げる厳粛な場ではなくてはなりません。
えんがる斎場は、突然に訪れた予告のない儀式をつつがなく執り行うため、悲しみに暮れるご遺族に、
最良の方法と、こまやかな心くばりでご奉仕いたします。
個人葬をはじめ、多くのご会葬の方々をお迎えする大規模な社葬、団体葬など、宗教・宗派を問わず、
最新の設備で、葬祭に関するすべてのことをお手伝いさせていただきます。

https://www.engarusousai.com/
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ＪＡえんゆう
年金友の会

冬の温泉保養のご案内
*ゆったり二泊三日*

《 開 催 日 》

《 場 所 》

《参加費用》

《ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ》

《申込期限》

《申込方法》

《 そ の 他 》

令和６年１月２２日（月）～２４日（水）

温根湯温泉「大江本家」

２３,０００円

カラオケ、ビンゴゲーム、スロットボール大会

＜お問合せ先＞

ＪＡえんゆう金融課

令和５年１２月２５日（月）

金融課窓口にお申込みください

参加人数が３０人に満たない場合は、開催を中止といたします

★年金友の会会員の皆様へ★

本 所
遠 軽 支 所

中湧別支所
生田原支所

☏01586-2-2004
☏0158-45-2221

☏01586-2-2160
☏0158-42-7221
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い さ が し
右のイラストには左のイラストと違う部分が
５カ所あります。間違っている部分を左下の
枠内の数字で探しましょう。

ま
ち が

毎月1,000円分のクオカードを
当選者５名の方に送ります。
たくさんのご応募、お待ちしております！！

出題・イラスト：酒井栄子

令和５年～６年　年末年始の業務日程令和５年～６年　年末年始の業務日程

　　　　　　　　　月　　日

部　　　門　　　　　　　　

12月29日

（金）

12月30日

（土）

12月31日

（日）

1月1日

（月）

1月2日

（火）

1月3日

（水）

1月4日

（木）

1月5日

（金）

1月6日

（土）

1月7日

（日）

1月8日

（月）

1月9日

（火）
備　　　　　考

事 務 所 本 所・全 支 所 平常業務 午後休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務 30日午前大掃除

金 融 店 舗 本 所・全 支 所 平常業務 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 休業 休業 休業 平常業務

A     T     M

本 所・ 支 所 平常業務 平常業務 休業 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 休業 休業 平常業務

＜通常日の営業時間＞ 
〇平　日 8：30～18：00   
〇土曜日 9：00～12：00(無料）

厚 生 病 院 平常業務 平常業務 休業 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 休業 休業 平常業務

丸 瀬 布 支 所 平常業務 平常業務 休業 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 休業 休業 平常業務

ローソンＡＴＭ 

セ ブ ン 銀 行

8：00～ 

22：00

8：00～ 

21：00

8：00～ 

21：00

8：00～ 

21：00

8：00～ 

21：00

8：00～ 

21：00

8：00～ 

22：00

8：00～ 

22：00

8：00～ 

21：00

8：00～ 

21：00

8：00～ 

21：00

8：00～ 

22：00

〇平　日 8：00～22：00 
　(無料 8：45～18：00） 
〇土・日・祝日 8：00～21：00 
　(無料 土 9：00～14：00）

ビ ー フ ラ ン ド 上 湧 別 平常業務 午後休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務

㈱
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う

農機・整備

事 業 部
上 湧 別・遠 軽 平常業務 午後休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務

燃料事業部

えんゆうセルフ

大 通 店
平常業務 平常業務

7：30～

12：00
休業 休業

9：00～

17：00
平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

店　舗　　　7：30～19：00 
ピット　　　8：30～17：30  
配　送　　　9：00～17：00

上 湧 別 Ｓ Ｓ 

生 田 原 Ｓ Ｓ
平常業務 平常業務 休業 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 休業 平常業務 平常業務

平日　　　　8：30～18：00 
土曜・祝日　8：30～17：30   

日曜　　　　休業

白 滝 Ｓ Ｓ 平常業務 平常業務 休業 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 休業 平常業務 平常業務

平日　　　　8：30～17：30 

土曜・祝日　8：30～17：30   
日曜　　　　休業

えんゆうセルフ

南 町 店
平常業務 平常業務

7：00～

12：00
休業 休業

9：00～

17：00

9：00～

17：00
平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 7：00～20：30

ゆうゆうセルフ 平常業務 平常業務
7：00～

12：00
休業 休業

9：00～

17：00

9：00～

17：00
平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務　7：30～18：30


